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本
年
度
は
若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
の
最
初
の
取
り
組
み
の
５
年
目
、
最
終
年
に

な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
皆
さ
ん
と
の
熱
心
な
討
議
の
も
と
本
計
画
の
進
捗
状
況
の

把
握
と
現
状
の
課
題
抽
出
に
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
計
画
が

地
域
に
未
だ
十
分
浸
透
し
て
い
な
い
、
原
因
は
担
い
手
の
明
確
化
と
こ
れ
に
対
す

る
働
き
方
が
未
だ
十
分
で
な
い
こ
と
に
あ
る
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。 

  

地
域
の
助
け
合
い
・
支
え
あ
い
の
担
い
手
は
、
地
域
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ

る
“
自
治
会
”
の
働
き
と
そ
れ
ら
の
連
合
体
で
あ
る
“
社
協
・
地
区
部
会
”
と
の

協
働
作
業
が
上
手
く
機
能
す
る
事
に
あ
り
、
こ
れ
の
動
き
が
成
功
の
鍵
を
握
っ
て

い
ま
す
。 

  

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
の
役
割
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
が
よ
り
活
発

に
な
る
よ
う
な
状
態
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
年
度
こ
の
努
力
を
重

ね
る
と
共
に
、
こ
の
動
き
を
更
に
来
年
度
以
降
の
新
計
画
発
足
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

若
葉
区
推
進
協 

武 

孝
夫
・
大
嶋 

昭
・
猪
野 

寛 

 

 平成２２年６月２６日（土）

若葉保健福祉センターにおい

て、平成２２年度第１回若葉区

地域福祉計画推進協議会が開催

されました。 

委員長に武さん、副委員長に

猪野さん、大嶋さんが互選によ

り選出されました。 

  

平成２２年度若葉区地域福祉計画推進協議会 委員名簿    ※敬称略・50 音順   

No 氏 名 所属団体名等 No 氏 名 所属団体名等 

1 相田 泰義 特別養護老人ホーム「ちば美香苑」 1８ 田沼 淳子 公募 

2 有賀久美子 千葉市社会福祉協議会加曽利地区部会 1９ 寺牛 良子 あんしんケアセンター「シャローム若葉」 

3 池野 貢生 若葉区精神障害者家族会 ２０ 中村敬太郎 介護老人福祉施設「恵光園」 

4 石川 茂 千葉市社会福祉協議会白井地区部会 2１ 野澤 勇 千葉市社会福祉協議会御成台、千城台西・北地区部会 

5 猪野 寛 千葉市社会福祉協議会更科地区部会 2２ 野村 啓二 千葉市社会福祉協議会都賀地区部会 

6 尾出 清美 身体障害者療護施設「若葉泉の里」 2３ 花島 治彦 社会福祉法人「新栄会」 

7 大嶋 昭 公募 2４ 藤森 清彦 若葉区老人クラブ連合会 

8 大島 赳 若葉区町内自治会連絡協議会 2５ 古内 弘 若葉区町内自治会連絡協議会 

9 奥井 康雄 千葉市社会福祉協議会小倉地区部会 2６ 松島 弘美 若葉区民生児童委員協議会 

10 奥田ハツエ 公募 2７ 真鍋 信枝 若葉区民生児童委員協議会 

11 香取 昭八 千葉市社会福祉協議会坂月地区部会 2８ 真野 良子 千葉市ボランティア連絡協議会 

12 金子 幸允 公募 2９ 柳原 和平 若葉区民生児童委員協議会 

13 金谷 貞夫 公募 ３０ 籔 順光 公募 

14 雲村 栄夫 公募 ３１ 山内 興明 若葉区民生児童委員協議会 

15 小出 岩男 千葉市社会福祉協議会桜木地区部会 ３２ 横山 信義 千葉市社会福祉協議会千城台東南・金親地区部会 

１６ 鈴木 登 千葉市社会福祉協議会大宮地区部会 ３３ 和田 真一 知的障害者援護施設「中野学園」 

1７ 武 孝夫 若葉区町内自治会連絡協議会 委員長 武 孝夫  副委員長 猪野 寛・大嶋 昭 

 

（左から猪野さん､武さん､大嶋さん） 

新
体
制
で
２２
年
度
ス
タ
ー
ト 



 

仕組み１：だれもが顔見知り、交流とふれあいの仕組みをつくりましょう 

仕組み２：あなたもわたしも地域の一員、身近な支えあいの仕組みをつくりましょう 

仕組み３：備えあれば憂いなし、安全と見守りの仕組みをつくりましょう 

仕組み４：必要な情報が行き渡り、気軽に相談しあえる仕組みをつくりましょう 

仕組み５：世代を超えて、ともに学び合い参加できる仕組みをつくりましょう 

 

地域福祉計画をご存知ですか？ 

若葉区地域福祉計画基本方針 
（５つの仕組み） 

提案１ 福祉のこころを育む活動の推進 

◆内容 差別やいじめのない社会づくりの啓発運動を行ないます。その啓発について考える機会をもち

実践活動へつなげていきます。 

提案２ わかばボランティアクラブの発足 

◆内容 ボランティアグループや個人ボランティアのネットワーク化を図り、ボランティアを必要とし

ている人の橋渡しをします。またニーズに応えていける窓口として実践活動へつなげます。 

提案３ ふれあいワーク＆ショップ活動の創設 

◆内容 社会のために役立ちたいと思いながら、機会が与えられない方に社会参加のきっかけを提供し

ていきます。福祉作業所等の製品を販売したり､働く場所を創出していきます。 

提案４ 地域での福祉教室の開催と活動支援 

◆内容 福祉施設の訪問や体験学習の機会を設け、様々な人々との交流を通して、その存在に気づき、

自分との関係性や自分自身の人生観・人間観に照らし合わせ、「福祉のこころ」を学びます。 

 

 次期「若葉区地域福祉計画」の市民説明会を開催します。 

期日：平成２２年１０月３１日（日）午前１０時 

会場：若葉保健福祉センター３階大会議室 

 

是非ご参加ください！ 

 

 

●地域福祉計画を浸透させるために、町内自治会や社協地区部会などへ啓発活動を展開します。 

●仕組み１・仕組み２に重点をおき、福祉活動推進員などを増員し、活動の活性化を目指します。 

●今まで以上に活動を発展させるためボランティアの活動拠点や活動資金を確保していきます。 

―市民説明会のお知らせ― 

 

次期計画の重点項目 

今回は仕組み５について紹介します。 

 


